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はじめに 
 本研究は，「小中高の連続性と固有性に注目した社会科授業の開発」として広島大学大学院生と修了

生がおこなう継続研究である。1 年目にあたる平成 25 年度は，小学校・中学校・高等学校で繰り返し

扱われる歴史的事象の 1 つである「摂関政治」を取り上げ，「科学的説明」を方法原理とする社会科

授業モデルを試行的に開発した(1)。本報告書では，中学校社会科を対象として開発した歴史単元「東

アジアからみる平安時代」を事例に研究概要を紹介する。 

１ 研究の目的 

 子ども達は，小中高において繰り返し同じ社会事象を学習している。例えば本報告書で取り上げる

「摂関政治」は，小学校 6 年生，中学校歴史的分野，高等学校日本史で繰り返し登場する題材である。

しかし，学校段階が上がるほど，「より多く」「より細かな」歴史を教えることに終始した授業が見ら

れる。これでは子ども達にとって，何度も同じ内容を学ぶ意義が見出しにくい。 
 このような課題を克服するアプローチとして，小中高の連携のあり方が注目される。既に多くの学

校現場では情報交換や授業交流，交流人事といった機会づくりの取り組みが続けられている。しかし，

これらは学校経営，生徒指導など教育一般の観点からおこなわれることが多い。 
各学校段階における“教科教育”の連続性と固有性を考える上では，教材解釈と認識形成方略とい

う視点が不可欠である。例えば山田(2012)は，ニューヨーク州の小中高一貫の歴史カリキュラムを事

例に理論の抽出をおこなった。この研究に学び，我が国における社会科教育で扱われる内容で検討を

していく必要がある。そこで，中学校社会科歴史的分野を事例にモデルの提案をおこなう。 

２ 研究の基本的な考え方  

 主権者を育成するという社会科の目標を達成するために有効な授業原理として，「科学的説明」があ

る。これは，事象の因果関係を推論したり社会科学の概念や理論を用いたりして分からせる授業のこ

とである。先行研究として，森分ら(1982)が「摂関政治」を題材として主に高校生を対象とした授業

を開発している。この成果を踏まえ，各学校段階に適した認識形成方略と単元で鍵となる歴史的内容

の具体例を表 1 に整理した。「鍵となる歴史的内容」とは，表 1 左側の二重傍線部の具体例である。 
表 1：各学校段階に適した認識形成方略 

                 (高校段階の歴史的内容は，森分らの研究成果を参考にした。筆者ら作成) 

３ 中学校歴史単元「東アジアからみる平安時代」 

 本単元は，平安時代における政治システムの特質とそれらの背景を分かることが目標である。具体

的な単元の全体構造と教材解釈図は，以下の通りである。なお，表中の◎は，中心発問(MQ)を表して

いる。単元は，4 段階から構成されている。導入では，小学校の学習内容を踏まえ，問いの設定をお

こなう。展開Ⅰで桓武朝を事例に天皇中心の政治体制とその要因に関して学習する。要因の説明は，

段階 認識形成方略 鍵となる歴史的内容 

高校 出来事や変化を時代の構造(枠組み)から説明する 律令国家，王朝国家体制や荘園公領制 

中学校 出来事や変化を社会の状況から説明する 東アジアの状況(中華帝国，唐の崩壊) 

小学校 出来事や変化を人物が生きた社会の状況から説明する 天皇家と藤原家の結びつき，「家」の重視 



図 1：教材解釈図(板書計画) 

当時の東アジアの様子からおこなう。展開Ⅱでは，摂関政治の特質を確認し，天皇中心の政治から摂

関政治に変化した要因を考察する。この際，再び東アジアの様子に注目させ，その変化から説明をお

こなう。以上を踏まえて，終結において MQ に対する答えを表現させる。 

このように，出来事や変化を社会の状況から説明していくことが中学校段階の歴史授業では求めら

れる。また，子どもが獲得した説明枠組み(教材解釈図)は，室町幕府や江戸幕府を捉えていく視点と

もなりうる。 

 
おわりに 

本研究は，小中高の連続性と固有性の視点から，

「科学的説明」を授業原理とした中学校社会科の

歴史単元を開発した。つまり，“その校種だからこ

そ”求められる授業のあり方を提案した。 
 このような視点に立つ授業開発や実践の意義と

して，以下の 2 点を指摘できる。第１は，子ども

に同じ社会事象を繰り返し学ぶ意義を，授業を通

して示すことができる。第 2 は，中長期的な授業

づくりによって，小中高(あるいは大も含む)の社

会科教師が学校段階を越えて，連携・協力してい

く土台を作ることができる。 

今後の課題としては，教師が中長期的な目標や計画を持った授業づくりをおこなうことが，子ども

の社会認識形成にあたえる影響を調査していくことが挙げられる。 

 

【注】 
 (1) 2013 年 7 月 27 日に開催された第 30 回鳴門社会科教育学会研究大会で関連する発表をおこなった。 
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 主な発問 獲得させたい知識  

導
入 

◎なぜ，藤原氏は政治の実権を握ることができた

のか。もっと早く出来なかったのか。 
◎天皇と外戚関係，他氏の排斥。元から有力貴族だ 

ったのだから，もっと早く権力を握れたのでは。 
１
時
間 展

開Ⅰ
 

○藤原氏が権力を握る前は，どのように政治を行

っていたのか。 
○なぜ，天皇中心の政治をおこなっていたのか。

東アジアの様子に注目しよう。 

○天皇を中心に，官僚(貴族)がそれを支えていた。 
 例えば，桓武天皇による平安京での政治など。 
○巨大な帝国であった唐に対抗するために，戦時国家体

制を採っていたため。 

展
開Ⅱ

 

○藤原氏が行った政治は，これまでの政治とどの

ような違いがあるだろう。 

○なぜ，天皇中心の政治をする必要がなくなった

のか。東アジアの様子に注目しよう。 

○藤原氏は，天皇中心の従来のしくみを利用しつつ，新

たな機構(摂政・関白)を追加した。 
○唐が崩壊したことで，国外の脅威がなくなったため。 

１
時
間 

終
結 

◎藤原氏が，平安時代後期になって，摂関政治を

おこなうことができた理由を国内外の様子に注

目して説明しよう。 

◎国外の脅威がなくなり，天皇中心の戦時体制を採る必

要がなくなった。この機会を利用して，藤原氏は，天

皇と外戚関係を結び，他氏を排斥することで権力を手

に入れることができた。 


